
高松・まちづくりふれあいトーク～市民と市長の対話集会～ 第 22 回会議録 
 

日  時 平成１９年８月１７日（金）  午後２時００分 ～ ３時３４分 

場  所 屋島コミュニティセンター 

○市長              ○市民政策部長     ○総務部長       ○財務部長    

○健康福祉部次長    ○病院部長       ○環境部次長     ○産業部長   

○都市整備部長      ○消防局次長    ○水道局次長     ○教育部長 

○文化部長 
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①さぬき浜街道の計画が頓挫しているので，早急に進めてほしい。 

②高潮対策について聞きたい。屋島西地区では昔は塩田が広がっていた。この地区

は平時でも海面が近いので，汐入川にも水門やポンプを設置してほしい。 

 

①さぬき浜街道は途中で止まっており，その後の計画は具体的になっていない。今

後，担当部局で検討していきたい。 

②ハード・ソフトの両面で対策を進めている。今年度，ハザードマップを作成して 

おり，それができれば地域に対して周知するので，避難対策を地域で検討してもら

いたい。 

 

①屋島は史跡天然記念物であることと汐入川の問題もあるため，整備していくのは

難しい。今後，問題点を整理して示したい。 

②汐入川は県管理となっている。高潮対策については，県のアクションプログラム

で計画されているが，この地区はまだ着工されていないので，市から要望をしてい

く。水門等の要望は，地域から直接県に伝えてほしい。 

 

①行財政改革計画を見たが，各部局ごとの削減目標では 414 項目もあり，分かりに

くい。できるだけ分かりやすく情報提供してほしい。 

②８月１日から高松市役所の組織変更をしたというが分かりにくい。渇水対策につ

いての組織や取り組みをどうしていくのか。県は対策課を作ったらしいが，市とし

て具体的な動きを見せてほしい。水対策については，どこが担当するのか。 

 

①総合計画とは別の計画として行財政改革計画を先ほど取りまとめた。その中で５

年間で 431 人削減して約 82 億円の節約となる。より分かりやすいよう周知の努力が

必要と言うことであれば，そのようにしたい。 

②８月１日に行ったのは，市民本位の体制にするため市全体を統括する企画課を市

民部に移管して，市民政策部にした。組織は基本的に年度ごとに変更すべきであり，

今回は最小限の見直しをしたものである。 

渇水時には，市長が本部長となる渇水対策本部を作って横断的に行っているが， 
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今後は水環境会議を作り，その事務局を担当する部署を作っていきたいと思ってい

る。自己水源と香川用水との比率は合併前５対５であったが，合併後４対６となっ

てしまい，結果的に厳しい対応となった。まず，自己水源を確保するため，椛川ダ

ムの建設促進を国に働きかけること，および香東川の伏流水の調査を行う予定とし

ている。 

それと節水対策も進めていきたいと考えている。市民一人当たりの水道使用量を

みてみると，高松市は松山市と比べて１割多く，福岡市より２割多いという結果が

出ている。この原因は今調査中だが，こういう結果が出ているので，市民の方にも

より一層の節水対策をお願いしたい。 

 

 太田第二区土地区画整理事業の際，自分の住んでいる場所の町名が変更されると

いう連絡が市からあった。私は以前の町名のままにしてほしいと要望して議員にも

頼んだが，結局町名が変更された。このような重要なことについては，住民と市と

の情報交換をきちんとしてほしい。 

 

 私が示している「情報公開の徹底」，「コミュニケーションの活性化」，「説明責任

の全う」の３つの方法論を重視して努力していきたい。 

 

①自治会への加入率が悪い。コミュニティといっても，連合自治会に属している者

だけでは少ない。自治会加入率を上げるように市から働きかけてほしい。 

②道の清掃をしているが，不法投棄されているごみが多い。市としての対策は？ 

 

①まず地域で解決することが大事で，市はそれを支援していくこととなる。加入率

を上げるための対策をいろいろしていきたい。マンション建設業者に対して，自治

会加入を促すよう建築指導要綱を一部改正するという方法も考えている。自治会に

加入して何が一番の利点かというと，災害が起こった時に地域で対応するためには

コミュニティが大切になることなので，自治会加入率を上げることは大事である。 

②そういうごみをすぐ拾って回収できることが大事。不法投棄に対する監視など，

できるだけ捨てられない対策をしていきたい。 

 

②屋島クリーン作戦を始めとして市域にクリーン作戦が広がっている。高松市のポ

イ捨て条例（環境美化条例）では違反者に対して２万円の罰金規定があり，不法投 

棄に対しては警察の協力を得て書類送検をしている案件もある。 

 

①屋島山上にある廃屋の処理についてどうするのか。 

②自治会費を集めて屋島地区内の各種団体（生活に密着した団体）に助成している

が，自治会に加入していない人もその団体からサービスを得ているのが現状であり，

疑問に感じる。 

③自治会長だが，マンション建設で業者が頼みに来た際，入居者を自治会に加入さ

せることを契約書に明記するよう指導しており，明記したマンションの入居者はす

べて自治会に加入している。市も参考にしてはどうか。 

 

①民有地と民有施設なので，市として手が出せない状態。まだ対応方針は決まって

いない。 

③自治会加入について市はあくまで促すことしかできないが，市もこういう取り組

みをしていることを業者に伝えてほしい。また，自治会に加入していればこういう

メリットがあるということを市が周知していくことも大事だと思う。 
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①30 年程前に都市計画の図面を見た時，古高松地区に道路の計画線が入っていたが，

現在まで整備されていない。どうなっているのか。 

②大きなポンプ場を設置してもらっているが，平成 16 年の際は浸水家屋が多く発生

した。排水機能が発揮されていないのではないか。また，河川改修は川下から計画

的に行ってほしい。 

 

②排水対策については，特に下水道整備が進んでいない。総合的に組み合わせて対

策を実施していくので，地域の実情もお聞きしていきたい。 

 

①該当する資料が手元になく分からないため，確認をして後日回答したい。 

 

屋島のにぎわいづくりに関して，周辺の交通整備を考えてほしい。水族館がリ

ニューアルして車が多くなっており，今年のゴールデンウィークはかなり渋滞した。

右折信号の時間を延ばすように県警に要望したが，まだ反映されていないようだ。 

 

市はシャトルバスに助成している。今後，スムーズに行き来できるような方策を

考えていきたい。右折信号については，３月にその現示時間を延長している。 

 

 屋島へのアクセスについて，何らかの方法をお願いしたい。屋島ケーブルが２年

前に廃止されたが，その際，存続について３万人もの署名を集めた。その署名を前

市長に提出しているので，大西市長にもお願いしたい。 

 

市としてできるだけのことはしたいが，ケーブルカーの復活は難しい。山上に新

たに 60 台分の駐車場を拡張した。抜本的な対策については，いろいろ意見を聞きな

がら検討していきたい。 

 

 

 


